
新
し
い
田
原
本
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
当
駅
は
、
寄
棟

造
り
の
大
屋
根
が
特
徴
。
こ
の
大
き
な
寄
棟
屋
根
と
史
跡
公
園

の
「
楼
閣
」
と
い
う
対
峙
す
る
2
つ
の
建
物
が
、
こ
の
エ
リ
ア

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
特
徴
的
な
建
物
風
景
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。館

内
で
は
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
、
特
産
品
の
販
売
や
飲
食
店

を
展
開
。
美
し
く
清
潔
で
お
し
ゃ
れ
な
空
間
を
演
出
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
元
客
で
日
常
的
に
賑
わ
い
、
観
光
客
は
非
日
常
感

が
楽
し
め
る
交
流
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

～
国
道
２
４
号
～

田原本町大字唐古70番地の1 

TEL:0744-33-9170 FAX:0744-33-9173

開設時間 9時～18時

※トイレ・駐車場・公衆電話は24時間利用可 近鉄石見駅より徒歩15分

こ
の
公
園
は
、
弥
生
時
代
の
遺
跡
と
い

う
特
色
を
生
か
し
、
周
囲
の
田
園
風
景
を

含
め
た
弥
生
時
代
の
「
風
景
」
の
再
現
と
、

か
つ
て
こ
の
場
で
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
「
生
活
」
を
体
験
で
き
る
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

[

誰
も
が
利
用
し
や
す
い

ト
イ
レ
空
間]    

大
型
バ
ス
で
の
来
訪
に
も
対

応
で
き
る
広
め
の
ト
イ
レ
。
ま

た
、
女
性
用
ト
イ
レ
で
は
、
パ

ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
を
設
け
、
ア
メ

ニ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
も
充
実
し
て
ま

す
。
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
ト

イ
レ
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
く
の
観
光
地

周
辺
案
内
・
施
設
紹
介

田
原
本
産
苺
を
使
用
し
た

「
贅
沢
い
ち
ご
パ
フ
ェ
極
」
は

１
２
月
～
５
月
の
販
売
で
す
。

バ
タ
ー
、
生
ク
リ
ー
ム
、
は
ち
み
つ
を

配
合
し
、
独
自
の
製
法
で
焼
き
上
げ
、

耳
ま
で
柔
ら
か
い
食
パ
ン
で
す
。

奈
良
県
産
の
い
ち
ご
「
古
都
華
」
や

「
ほ
う
じ
茶
」
を
は
じ
め
、
季
節
に

応
じ
て
旬
の
味
を
お
届
け
し
ま
す
。

ゼ
ッ
タ
イ
買
い
た
い

お
土
産

1位

2位

3位

Resti Karako Kagi
レ
ス
テ
ィ
唐
古
・
鍵

●
唐
古
・鍵
遺
跡
史
跡
公
園

●
唐
古
・鍵
考
古
学

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

唐古・鍵遺跡

田原本町立北小田原本町立
北中

結
崎
駅

石
見
駅

天理市立二階堂小

レスティ
唐古・鍵

近
鉄
橿
原
線

２４

弥
生
時
代
の
遺
跡
で
あ
る
唐

古
・
鍵
遺
跡
は
、
発
見
か
ら
１

０
０
年
以
上
調
査
が
続
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
出
土

し
た
膨
大
な
資
料
の
一
部
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

田原本産米にこだわり、ご注文頂いてか
ら握る「おにぎり」と地産野菜の味噌汁と
おかずをセットでお楽しみください。

黄
金
の
生
食
パ
ン
『極
』
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季
節
の
ス
イ
ー
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各
種
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道
の
駅
か
ら
ヒ
ト
コ
ト


